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社会福祉法人 上村鵠生会 

【事業理念】 

 人の幸せとは何かと常に考え、たゆまなき支援を行う 

 １．利用者と家族の介護者一人ひとりが、地域の中で、その人らしく生きがいと安らぎを 

もてるよう地域福祉を展開する。 

 

 ２．「日々新たなり」を念頭に、利用者を主体にしたサービスの提供を目指しその実践と評価を 

継続していく。 

 

３．常に、ボランティア活動を行っている近隣の方々の献身的な愛情を忘れず、継続的な奉仕 

   精神を大切にしていく。 

 

４．たゆまなき福祉の実践を継続していくことで安定した福祉経営を実現する。 

 

 

 

【事業方針】 

 

１． 藤沢市の高齢者福祉施設の拠点として、地域福祉を充実させていく。居宅介護支援事業所・

藤沢市鵠沼南地域包括支援センター（鵠沼市民センター内）の相談課の連携をスムーズに進

めるとともに、行政とタイアップして、地域福祉の充実を図っていく。 

  

２． ボランティア団体等とより一層の連携を図りつつ、利用者、利用者の家族、職員、地域方々

等と緊密な交流が図れるような事業内容を企画検討する。 

 

３． 各サービス事業所の職員の人事交流を図り、上村鵠生会法人職員として相互の連帯、連携の

もとに、あらゆる福祉サービスに対応できる資質の向上を図るとともに、職員の研修の充実

を図る。 

 

４． 個人情報の保護を担保しつつ、利用者についての正確な情報や記録類等について、各サービ

ス事業所間の共有化を推進し、一元的な管理ができるよう取り組む。 

 

５． 第三者評価機関等によるサービス評価や自己点検を定期的に行い、提供するサービスの質を

振り返り、サービスの質の向上に取り組む。 

スローガン「一にあいさつ、二に笑顔」 
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計 画 

１．地域への施設の開放と住民との交流会を定期的に開催してきたが、コロナ禍においても 

社会福祉法人上村鵠生会の理解を深めてもらえるよう努める。 

（１）地域との連携強化 

    目  的：藤沢市の高齢者福祉施設の拠点ステーションとして、地域市民センター等と 

        連携し、地域が抱える介護福祉ニーズに応えることで、法人の理解を深める。 

実施方法：市民センター・地元町内会等の各種行事へ参加することで地域との連携を図

る。さらに各種相談会や老人会等を訪問し、意見交換を行う。  

（２）開園記念祭 

 目  的：開園記念祭を開催することで施設を開放し、利用者とその家族・職員がボラ 

      ンティアや地域の人々と交流を図り、地域の福祉拠点としての役割を認識す 

      る行事として位置付ける。 

実施方法：８月５(土)開催に向け、法人各部署から実行委員を選出し、ボランティアの 

     協力を得て、各種イベントを中心とした形式で実施する。 

（３）情報の公開、発信 

改正社会福祉法に対応しながら、施設（事業所）独自の情報やホームページを主体にす

る他、機関紙等で情報を随時発信していく。 

 目  的：利用者とその家族・地域・公的機関や関係機関に法人、各サービス事業の 

取り組みについて情報提供を行い、法人の理解を深める。 

実施方法：広報担当を中心として、各サービス事業の内容や財政状況の開示、介護保 

       険最新情報等の提供をホームページ等で適時行う。 

（４）地域貢献事業 

   藤沢市地域公益事業推進法人協議会が行う「福祉なんでも相談窓口」に参画し、公的制

度の狭間にある地域の生活困窮者が抱える多様な生活課題に対して支援できるよう藤沢

市社会福祉協議会及び市内参加法人と連携強化に努める。 

 

２．法人の最も重要な経営資源＝「人」が最大かつ最高に能力を発揮し、職員誰もが「高齢者 

   の福祉にやり甲斐、生きがいを感じる」と思える職場環境を作る。 

（１）事業部制と会議体の定着 

   目  的：鵠生園、関野記念鵠生園、相談・通所事業部、訪問介護事業部の事業部制に

することで、各事業部における現場の責任者がスピード感のある意思決定と実行

できる運営体制をとる。事業部間で相互に補完・有機的に連携し合うことで法人

全体の運営を円滑に進め、安定した経営の実現を目指す。 

   実施方法：所属長会議の開催、主任参加による運営会議を定期的に開催する。開催方法

はオンライン会議・対面会議とを併用していく。 

（２）職員会議の開催 

  目  的：法人職員の資質向上、目標の統合化を図ることを目的として、事例研修の発

表を実施し、職員間の交流・資質向上を図る場とする。 

    実施方法：年２回（10月、３月）開催予定とする。開催方法は、会議同様、柔軟に対応

する。 
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（３）職員育成のための研修の推進と充実 

目  的：法人事業方針である「あらゆる福祉サービスに対応できる資質の向上を図る。」 

をもとに、キャリアパス体制の構築と、職員一人ひとりに必要な知識・技術が

獲得できるよう施設内外の研修に参加する機会を提供する。各サービス事業

の常勤・非常勤職員の資質向上や課題の検討、目標の統合化を図るため、研

修担当を設置することで法人職員の能力を高めることを目的とする。 

    実施方法：①法人各階層別（新任職員研修、中堅管理職、管理職）研修を軸に、職員個

人に合せて研修計画の策定を行う。その計画をもとに、常勤・非常勤を問わ

ず各種研修に参加の機会がえられるよう支援していく。 

         ②法人資格取助成制度である「上村鵠生会助成金」の対象資格を初任者研修

まで拡充し、介護福祉士への段階的なステップで専門性を高められるよう支

援していく。 

 

（４）人事考課制度の見直し 

 目  的：職員の、能力・情意（態度）・成績（業績）を、キャリアパスに基づき、組織 

的・秩序的・客観的に評価し、人材育成などに反映させることを目的とする。 

 実施方法：令和４年度に見直しをした、新たな人事考課観察表をもとに、人事考課を行

い、必要に応じて適宜、補正等をして制度の定着を図る。 

 

（５）安全衛生管理体制の充実 

   目  的：職員の安全と健康維持を確保するとともに快適な職場環境の形成を促進する

ことを目的とする。 

   実施方法：安全衛生委員会を毎月１回開催する。加えて、職員をサポートするため相談

窓口の周知を図ると共に、職員の健康障害防止、危険防止、その他安全衛生

（ストレスマネジメント、ハラスメント対策含む）に関しての対策等を検討、

実施する。 

 

（６）リスクマネジメントの意識啓蒙と訓練の実施 

 目  的：職員の防災意識を高め、緊急事態に即応できる態勢を確保する。 

また、自然災害、感染症等発生時における事業継続計画（ＢＣＰ）を策定し、 

訓練で得られた知見をもとに、随時見直しを行う。 

 実施方法：①各部署から防災担当者を選任し、毎年２回以上の消防避難訓練・津波避難

訓練を法人全体で実施するほか、新人職員を対象に、毎年６月に防災教育を

行う。 

この他、各事業所において昼間・夜間想定の災害時訓練（津波避難訓練）を 

随時実施すると共に、地域の防災活動に積極的に参加していく。 

        ②各施設、事業部の災害用事業継続計画の検討・訓練等を行うことで、より実 

効性の高いものにしていく。  

３．鵠生園内装工事の計画・実施 

  快適な住空間を提供するため神奈川県の「多床室のプライバシー保護のための改修支援事業費

補助金」を活用して、鵠生園ホームの居室内にプライベート空間を確保する工事を行う。また、

令和４年度に繰越となる鵠生園内の壁・床面等の全面改修も行う。工事に際しては、年度内に
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修繕実施計画の策定と施工業者と共にご利用者への負担を最小限に抑えながら、安全な修繕工

事を行う。 

 

４．ＩＣＴを活用した業務負担軽減の促進 

  令和４年度末に「介護施設等の大規模修繕の際にあわせて行う介護ロボット・ＩＣＴの導入支

援」により導入した見守り機器、タブレット端末及びWi-Fi環境を活用して、介護職員の業務負

担軽減を促進していく。 

 

５．令和６年度介護報酬改定への対応 

令和６(2024)年度の介護報酬改定に向けて、適切に対応できるよう各事業所と連携し、利

用者様への情報提供を適宜行う。 

 

６．藤沢市鵠沼南地域包括支援センター（鵠沼市民センター内）の主な業務である介護予防マ

ネジメント、権利擁護・虐待防止等地域支援の総合相談、包括的・継続的マネジメントの

支援等のより一層の充実を図る。権利擁護・虐待防止等については、研修等の充実を図る

ようにする。 

 

７．サービス評価と向上 

 「運営状況点検書」及び「情報の公表」を利用するなど自己点検を定期的に行い、提供するサ

ービスの質を振り返り、サービスの質の向上に取り組む。同時に、各加算要件が根拠資料

の点検の確認を行う。 

 
 

 

事業計画の検証について 

各サービス事業所の事業計画について、月次の運営会議及び１０月（期間４月から９月）、翌年

２月（期間１０月から翌年１月）にそれぞれ、計画の進捗状況を検証していく。 
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特別養護老人ホーム鵠生園、鵠生園短期入所サービス 

理 念 

看取りを行う終の棲家として、常に安全で安心で居心地が良く、『ここで最期を迎えて良かった』

と誰もが思えるような、あたたかい生活環境を提供していきます。 

 

方 針 

１． 利用者の尊厳を守り、不安を受容し、自由な生活空間を提供していきます。 

２． ふれあいを大切にし、利用者とその家族、スタッフ、ボランティア、誰もが笑顔になれる

生活環境を提供していきます。『今日を楽しく、今日を生きる』 

３．専門性の向上、スタッフ自身の成長のため、組織的な人材育成に努め、常に誇りを持って

働ける施設を作りあげていきます。 

 

計 画 

１． 利用者にとって最善なケアの提供 

①栄養、看護、介護、相談各アセスメントを基に、利用者個人を把握し、ケアプランを基 

にした個別援助を提供する。 

 ②利用者の尊厳を守る意識を強く持ち不適切なケアについて、スタッフ間で随時意見交換を

行い、利用者の権利を尊重するケアに改善するよう取り組む。 

 ③レクリエーションや日々の関わりを通して、利用者のQOLの向上を図る。 

 ④ターミナルケアについて、本人や家族の意思を確認しながらケアにあたる。尊厳のあるケア

を行い、逝去後に振り返りを行う事で次に発展させていく。 

 

２． ICT関連機器の導入と活用について 

 ①ICT機器を活用し、見守り、ケア記録などの日々の業務との連動を行うことで介護、看護、 

  相談員の業務効率の改善、負担軽減を図る。 

 ②上記機器導入にあたっては一般職を含めた担当チームを作り、スタッフ一人一人がスムー

ズに新しい機器に慣れて活用できることを目指す。 

 

３．家族との連携の強化 

 ①感染対策を行いながら対面およびオンラインでの面会を行い、状態の変化の報告やケアカ

ンファレンスへの参加を促し、情報共有を図る。 

   

４．スタッフ間、職種間の連携、チームワーク・組織力を強化する。 

 ①各主任、副主任を中心にフロア運営を行い、各スタッフが主体的となり、協力しあいなが

らチームワークを形成する。 

 ②スタッフ間、職種間での連携をより良くするために報告や確認を密に行い情報の共有して

いく。 
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５．感染症への対策 

 ①職員個々の日々の健康観察、ショートステイ利用者の利用前の体調確認を行い、施設内に

ウイルスが持ち込まれるリスクを低減させる。 

 ②入所者の日々の検温など体調観察を行い発熱や風邪症状などがある際には早期に隔離、感

染対応を行う。 

③外部内部の研修を通して新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症への最新の知見

を深め、職員一人一人の知識の向上、技術的なスキルアップを目指す。 

 

６．人材育成 

 ①職員一人ひとりが役割を意識し、やりがいを持って働けるよう、委員会や業務分担を任せ

る。また階層別の研修やサポートを行い、全体のレベルアップを目指し、定着率の向上を

図る。 

②職員個々の経験に応じた研修計画を立て、実施する。 

③実習生に対して統一した指導を行い、後進の福祉職の担い手を育成する。 

④各スタッフ主体での連絡会研修を継続的に行い、知識、技術の向上に努める。 

 

７．安全で安心な環境の確立とリスクマネジメントへの取り組み 

 ①ひやりはっと・事故報告書を基にし、周知徹底や再発予防を心がけ、事故防止への取り組

みを強化する。 

 ②業務担当者会議や連絡会を活用しながら、発生事項への検証、検討、リスクマネジメント 

  への学習を実施する。 

 

８．円滑なショートステイ業務とサービスの向上 

 ①他のサービスと連携をとり、利用者の情報を共有し、安心、安全なサービス提供を心がけ

る。 

 ②ケアプランを基にした最善な個別援助を提供する。 

 

９．法令順守の取り組み 

 利用者の権利擁護のための研修を定期的に開催するとともに、日常の中でも不適切な介助等

に疑問を感じた際にはチームで確認し合うことで利用者の権利擁護につなげていく。 

 

１０．利用率の維持、向上、安定した運営に関して 

 ①本入所、ショートステイの合計稼働率で98％を目標数値とする。 

②新規入所者の情報収集に努め、調査を迅速に行うことで空床期間を短くする。 

③空床率の低減を目指し、ショートステイの利用を有効に活用する。 
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鵠生園医務室 

 

方 針 

 ご利用者が健康的で苦痛のない生活が送れるよう看護師一人一人がレベルアップを図りより良い 

看護サービスを提供できるよう努める。 

また、他職種との情報交換や連携を大切にしお互いの立場や役割を理解しより良いケアをご利用者

へ提供できるように努めていく。 

 

計 画 

１．利用者の健康管理と疾病の予防  

①症状を訴える事が出来ないご利用者がほとんどであるため、常に個々の状況の把握と判断 

異常時の早期発見を心掛ける。 

②介護職員との情報交換を密に図り疾病の早期発見に努める。 

③胸部レントゲン撮影と年1～2回の定期血液検査を行い、健康管理を行う。 

また、往診時に医師との情報共有を行い早期発見に努める。 

 

２．ＱＯＬ（生活の質）の向上について 

①看護師としての専門的知識や技術を提供しながら他職種と共に症状のマネジメントを行い 

ＱＯＬ（生活の質）の向上を図るよう努める。 

②個人に沿った多他職種チームアプローチができるよう、それぞれの専門性の相違によって意見 

 が異なる場合でも話し合いを行いながらご利用者のQOLが向上または維持できるような統一し 

たケアを行いその後もケアの評価・見直しを行いながら最善のケアが行えるよう努めていく。 

 

３．ターミナルケアの充実と発展 

①安楽でその人らしい人生が全うできるよう心掛ける。 

②ご家族・医師・介護職・栄養士・他職種との情報交換や連携を密に図り尊厳のある安らかな 

 最期を迎えられるような環境を整える。 

③ご逝去後に他職種とカンファレンスを行い反省点や職員の思いを次の看取りでケアに活かして 

いく。 

 

４.感染予防への共通理解 

①新型コロナウイルス、ノロウイルス、インフルエンザウイルス等の感染症予防に努める（標準 

予防策に従うと共にそれぞれのマニュアルに沿って対応し集団感染を予防する）また、ご利用

者に感染症が発生した場合は看護師を中心に迅速に対応していく。 

②ご利用者の対しては、胸部レントゲン撮影（年1回）を行い結核感染の有無を確認する。 

 ③感染症マニュアルを適宜修正し、全スタッフが知識や意識を向上させ共通理解を図り予防に 

  努める。連絡会などを利用し研修会を行う。 
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５．円滑なショートステイの受け入れとサービスの向上を図る 

 ①医療行為のある利用者の受け入れ時には、調査に同行し他職種との情報を共有し安全・安楽 

  なサービスを心掛ける。 

②パソコンを利用し、他セクションと連携をとり情報を共有していく 

③担当者会議に参加し問題点・改善方法など話し合い、より良いケアを提供していく 

④ショートステイ利用者の医療的管理がスムーズに行なえるよう家族に情報提供を行い必要時 

主治医と連携を図る。 

 

６. 職員の健康管理 

 ①職員に対しては、健診（夜勤者従事者は年2回）にて健康管理を行う。 

  生活習慣病予防検診。 

 ②感染症発生時には、発生状況を把握感染の拡大防止と各関係機関との連携に努める。 
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鵠生園デイサービスセンター、鵠生園デイサービスさんぽ、湘南なぎさ荘 

方 針 

１．利用者･家族に｢鵠生園を利用して良かった｣と安心して頂ける場所に。 

職員にとって        「自分の家族もここに通わせたい」「ここで働けて良かった｣と誇れる場所

へ。また、激動の時代～高度経済成長を力強く生き抜いて来たご利用者へ、尊敬の念を

忘れる事無く、共に笑顔で過ごせる環境へスタッフ一丸となり取り組んでいきます。 

２．社会福祉法人としての社会的責務を忘れる事無く､福祉と経営の両立した事業運営を 

  目指します。 

  介護保険改正へ柔軟に対応し適切な事業運営に取り組んでいきます。 

 

計 画 

１．通所課 目標 

①地域福祉の実践（利用者・家族に喜ばれるために） 

 介護保険に準拠した運営と、サービスの提供を行う。利用者の尊厳の保持、自立支援を 

目指し、ケアプランの個別目標・サービス内容に基づきサービス提供を行っていく。 
   

②経営の安定 

 地域包括支援センター、居宅介護支援事業所へ営業活動を行い、３事業所が利用者の課題・

ニーズを把握し、必要時には加算等を導入することで、通所課としての安定した運営を目

指す。 

介護予防中心の半日型デイサービス（なぎさ荘）から要介護中心の１日型デイサービス（鵠

生園・さんぽ）とシームレスなサービスを提供することで利用者が安心して利用でき、結

果としてそれぞれが適正な運営となるよう努める。 

各事業所が令和6年度改正に向けての情報収集に努め、準備を整えていく。 

 

③職員の資質向上とチーム力の強化 

 職員一人一人が情報に敏感となり、各事業所の目標に対する具体的な取り組みを実行す

る。法人内部、外部研修（動画研修を含む）への積極的な参加を実施し、事業所内に於い

ても連絡会等を定期的に開催し①法令研修の実施②業務課題に向けた研修③従業員同士の

意見交換を行い、習得した知識を実践に生かすことで、働きやすい職場環境を造成してい

く。 

資格取得においては上位資格の取得を目標とし、初任者研修や実務者研修の受講を促し 

ていく。法人としても受講料の負担軽減など支援していく。さらに国家資格である介護福

祉士が取得出来る様に情報提供等を行っていく。資格取得者が増えることでチーム力がア

ップし利用者により良いサービスとして還元できるように努めていく。 
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④ボランティアの再開 

 コロナ禍で中止していたボランティアを再開します。 

ボランティアは地域における外部の目として、利用者の立場に立った代弁者として認識して

いく。そして積極的に意見を頂けるよう交流していく。また、デイサービスで活動する事に

楽しくやりがいを感じて頂けるよう職員は礼節を心掛ける。 
 

⑤通所課間の活発な人事交流 

  各事業所が単独ではなく、それぞれの実情を理解し、必要時には助け合う事の出来る体制

を築いていく。 

  業務上の課題、業務内容等、通所課の置かれている現状を多面的に理解し、全体像が見え

る人材を育成しお互いが協力し合うことでさらなるスキルアップが図れるようにする。 

 

 

  (年間目標) 

① 鵠生園デイサービスセンター（一般型）      平均利用者数 25名以上／日 

② 鵠生園デイサービスセンターさんぽ（認知症対応型） 平均利用者数 10名以上／日 

③ デイサービスセンター湘南なぎさ荘(総合事業・一般型) 

 平均利用者数 １単位14名×２単位／日 

 

以上３事業所により、利用者の状態に応じた最良のサービスを目指します。 
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鵠生園ホームヘルプサービス 

方 針 

１．利用者･家族に｢鵠生園を利用して良かった｣と安心して頂けるように。 

職員にとって        「自分の家族も利用したい」「ここで働けて良かった｣と誇れる場所となる

ように。 

利用者へ、尊敬の念を忘れる事無く、可能なかぎり安心してご自宅で過ごしていけるよ

うに職員が一丸となり取り組んでいきます。 

２．社会福祉法人としての社会的責務を忘れる事無く､経営と福祉の両立した事業運営を 

  目指します。 

  又､介護保険改正へ柔軟に対応した適切な事業運営に取り組んでいきます。 

 

計 画 

①利用者と、その家族、また地域の信頼が得られるように、質の高いサービスを提供すること 

で事業所の存在価値を高めることが出来るように努力する。 

・サービス提供責任者、訪問介護員は、定例会での勉強会、外部研修を積極的に受けていくこ

とでより専門性の高い技術を身につけられるようにする。 

・利用者、家族に対し 事業所と訪問介護員のサービスについてアンケートなど実施し、評価

を頂けるようにする。    

 

②安定した事業運営を目指す。 

・特定事業所加算Ⅱの要件を満たし加算取得を継続する。 

・サービス提供責任者一人につき上限の５０人の利用者を担当する。サービス提供責任者５人   

 体制を維持し、登録者数２５０人を目標とする。 

・地域包括支援センター、居宅介護支援事業所からの依頼に対しては、迅速・正確な対応をす

ることで信頼を得られるように努力する。 

・次期改正の動向を見据え、収益が上げられるように、効率的な訪問ができる体制を整えてい

く。 

・記録や請求業務などの事務作業について、常に見直しをして生産性が上げられるようにして

いく。 

・感染防止や業務効率化の観点から、ＩＣＴの活用をより進めていく。 

 

③業務継続に向けた取り組みを強化する。 

・感染症や災害が発生した場合であっても、訪問介護サービスが継続して提供できるよう体制 

を整えるため、計画策定、研修・訓練の実施をする。 
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居宅介護支援センター鵠生園・鵠沼南地域包括支援センター 

 

方 針 

地域包括ケアシステムの一翼として、高齢者が可能な限り、住み慣れた地域でその有する能

力に応じ自立した日常生活を営むことが出来るよう、また希望があれば在宅での看取りがで

きるよう、地域の相談事業所としての役割を担っていきます。福祉・医療・行政及び地域の

インフォーマルサービスとの多職種連携を通じて、必要な支援が包括的に確保できる様に取

り組んでいきます。感染症や災害の発生時にも業務継続が出来る様に、対応力を強化してい

きます。 

 

計 画 

１．居宅介護支援センター鵠生園 

（１）居宅介護支援センター 

①積極的に地域資源の情報収集を行い、利用者及び家族が必要とするサービス等を 

 調整し、利用者本位のケアプランを作成することで利用者及び家族を支援していく。 

②医師・看護師・薬剤師・ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ・ＭＳＷ等の多職種と連携し、住み慣れた 

自宅で必要な医療・介護を最期まで受けることが出来るよう支援していく。 

③地域の中核的な社会福祉法人を母体とする居宅介護支援事業所としての社会的役割を 

認識し、地域ケア会議・協議体への参加、地域包括支援センターからの困難ケース 

の受諾、他法人居宅との勉強会・事例検討会を通じ地域に貢献していく。 

④事業所内で定期的に職場内研修・事例検討会・各種勉強会を行うとともに、事業所外でも

計画的に研修に参加することで職員の質の向上を図る。 

⑤ＩＣＴの活用により業務の効率化を図りつつ、常勤換算３５件/１人のプラン数を維持し法

定基準を超えないような件数を保持していくと共に、特定事業所加算Ⅱ、特定事業所医療

介護連携の体制要件を満たし加算の取得を継続していく。 

⑥感染症や災害が発生した場合であっても、必要なサービスが継続的に提供できる体制を 

構築する観点から、業務継続に向けた計画の策定、研修の実施、訓練（シュミレーション） 

を行っていく。 

⑦次年度の介護保険改正を踏まえ、最新の情報を取得し準備及び検討をしていく。 

 

（２）老人介護支援センター（在宅介護支援センター） 

①地域の中核的な高齢者福祉施設としての役割を果たすべく、専門的な視点を持って地域の

様々なサービス資源との連携に努め、地域社会への還元を図っていく。 

②地域包括支援センターと協働し、介護予防事業を始めとする市より委託の各種事業につい

て積極的に企画・運営をし、地域の介護予防の推進を図っていく。 

③藤沢市社会福祉協議会、片瀬地区社会福祉協議体、民生委員、地域包括支援センター、自

治会、老人会等と地域団体と連携を図りながら、地域の高齢者福祉の向上を図っていく。 
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（３）徘徊高齢者ＳＯＳネットワークシステム（藤沢市委託事業） 

  認知症行方不明者の早期保護に協力し、特別養護老人ホームでの一時保護が速やかに行

えるよう、行政と連携をとっていく。 

 

２．藤沢市鵠沼南地域包括支援センター（いきいきサポートセンター） 

① ＜地域包括支援センター業務全般＞ 

地域の各関係団体との連携を強化していくためにも、地域団体の集まりや地域の行事等

への参加を継続し地域包括支援センターの周知を行うとともに地域連携についての理解・

協力を求めていく。医療機関、居宅介護支援事業所、介護サービス事業所だけでなく、金

融機関や商店などの民間企業等を含めたインフォーマルサービス、地区内の様々な団体や

機関との関係性構築を目的としてアウトリーチをかけていく。 

② ＜総合相談業務＞ 

 地区特性の把握、地区診断、地域課題の抽出を行っていくなかで、介護サービスだけで

なく、生活や健康づくりに関連するサービス等の社会資源の情報の把握、整理等を行い、

日々の相談業務の中で情報提供が行えるようにしていく。 

③ ＜権利擁護業務＞ 

 地域住民や地域の関係団体へ成年後見人制度等の権利擁護のことや、消費者被害に関し

ての啓発や情報提供を行い被害の未然防止、相談に応じていく。 

④ ＜包括的・継続的ケアマネジメント業務＞ 

 地域ケア会議においては多様な事例を医療職、介護支援専門員、介護サービス事業者等

の多職種で検討、共有し地域課題の抽出を行っていく。 

小地域ケア会議協議体や郷土づくり推進会議においてはネットワークの構築を意識し、

安心して住み続けられる地域づくりを目指し地域団体や地域住民と一緒に対策を講じてい

く。 

⑤ ＜介護予防ケアマネジメント業務＞ 

地域の介護支援専門員と共によりよい良いケアマネジメントの実践が行えるように研修

会等の研鑽の機会を企画したり助言や支援ができるようにしていく。地域の方が自立した

日常生活が過ごせるように、課題解決のプロセスの中で多種多様な選択肢が確保できるよ

うに地域のインフォーマルな社会資源等の情報収集、分析を継続していく。 
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特別養護老人ホーム関野記念鵠生園・関野記念鵠生園短期入所サービス 

 

理 念 

 

 

 

 

方 針 

 

 

 

 

 

 

 

計 画 

１．経営基盤の安定化 

①社会福祉事業の公共性を常に意識しながらも、健全な事業運営に努める。 

②職域の役割と責任を明確にし、組織の安定化を努める。 

③将来的な大規模修繕を視野に入れた収益体制に努める。 

④同法人内に相部屋（低料金）と個室（高料金）の2形態特養がある利便性を活かし、 

ご利用者/運営ともにメリットある連携体制構築を目指す。 

２．職員 

①主任（ユニットリーダー）が自主的な活動を行えるよう権限委譲し、創造的に動ける 

組織体制を目指す。 

又、統括と主任の責任領域を明確とし、主任ワンストップで解決できる幅を増やす。 

 ②誰もが客観的ではなく、責任伴う発言を自由活発に出来るような主体的環境を整える。 

③利用者の尊厳を守る意識を強く持ち日々のケアにあたる。来年度は、利用者への接遇向上

がより図られるよう、オンライン研修、勉強会などを通して、重点的に取り組む。 

不適切なケアについて、定期的に開催している人権擁護・虐待防止委員会にてケアの振り

返り、接遇目標を設定し、スタッフ間で随時意見交換を行い、利用者の権利を尊重するケ

アに改善するよう取り組む。 

 ④研修実施 

  今年度同様、運営側の必要とする研修だけでなく、現場の求めに応じた企画研修を定期的 

  に実施。令和 2 年度より導入したオンライン研修も活用し、より先進的、実践的な研修内

容となるよう取り組む。 

  又、ケア領域以外の内容であっても柔軟に企画を行う。 

⑤ユニットに限らない広い視野でのケアを知る為、片瀬特養（従来型）や他ユニット施設と 

の交流を行い、自施設を客観的に知る機会を設ける。 

大切な時を心穏やかに過ごして頂く様、すべての方に心からの感謝を込め、表情や眼差し、 

笑顔、言葉一つ一つを大切に致します。 

そして、後悔なくお見送りできたと納得できるケアを目指します。 

 

１．私たちはご利用者・ご家族の視点に立ち、自身の言葉や振る舞いがどのように映っている

かを常に意識致します。 

２．私たちは目に見え、耳に聞こえることだけに囚われず、ご利用者が何を訴え、何を求めて

いるか察するように努めます。 

３．私たちはご利用者のみならず、ともに働く仲間にも最良の場所であるようともに意識、 

努力し続けます。 

又、それらを阻害する要因があれば、躊躇うことなく改善を講じます。 

４．『自分の大切な人、先々の自分が生活しても良い』と思える施設づくりを致します。 
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３．家族 

①家族への報告・連絡・相談を随時実施し、又、感染対策を講じたうえでカンファレンスに

参加して頂くなど意思疎通の図れる関係性を構築する。 

②感染対策により面会制限を行わざるを得ないが、最大限の予防策を講じたうえで、最良な

面会方法を検討し、安定した面会機会を設けるようにする。 

４．ボランティア 

  約 5 年が経過し、ボランティア導入を積極的に進めたいところではあるが、外部からの感

染症流入を懸念。ボランティアによる活性化と、感染症予防の両立を図れる対策を検討。 

５．人材確保 

①求人難の厳しい実情を踏まえ、一般媒体だけに頼らない施設発信の求人手段を目指す。 

 （ホームページ・外部掲示板・職員紹介等） 

 又、職員数を常に意識し、効率の良い人員体制とする。 

②職員一人一人の声を聴き、離職なき働きやすい職場へ。 

 又、ハラスメント意識を高め、泣き寝入りの無く、ご利用者や仲間に最良である人達が 

 心折れることなく笑顔で過ごせるよう努める。 

６．職員処遇の向上 

  勤務形態等の見直しを検討し、介護現場の安定化による有休取得増を図る。 

７．利用率の維持・向上 

 ①次入所対象となる方へのリサーチを怠らず、速やかな空床対応を行う。 

 ②ショートステイご利用者より臨時利用の意向を確認し、空床率の低減を行う。 

 ③年間目標：特別養護老人ホーム・短期入所サービス計 平均利用率98人／日 

８．ショートステイ 

①登録者増に努めるとともに、よりケアの質を高め、リピーター顧客増加を目指す。 

②新規登録者が少ない中でのベッド効率化を目指し、短期ショートと長期ショートの振り分

けを図り、空床の生じないよう調整を行う。 

③ご利用者から本入所意向あれば入所相談員と連携し本入所率の安定化を図る。 

④外部との接触がある唯一の部署となるため、利用前のご利用者の感染状況の把握を徹底す

るとともに施設内でもご利用者の特性と部屋割りを工夫し感染拡大防止に努める。 

９．感染症対策の維持・向上 

  今年度、職員にコロナ陽性者の発生はあったが利用者への感染はなし。マニュアルに基づ

く職員一人一人の努力により、感染拡大には至らず。 

令和５年度もコロナウイルス対応だけに限らず、ノロウイルスをはじめ様々な感染症を未

然に防ぐためにも、感染症に対する知識、意識の向上、研修、学習会等を行い、予防策の

徹底に取り組む。又、感染動向を見越した衛生資材の確保を進め、不足無き備蓄に務める。 

10. 防災対策の維持・向上 

  近年、大規模な自然災害が多発し、想像を超える被害が各地で発生。 

施設として改めて対策を見直し、如何なる場合に於いても入所者の生命を守れるよう取り

組む。又、有事備蓄の更なる充実に努め、物品不足に至らないよう最善を尽くす。  
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関野記念鵠生園医務室 

 

方 針 

ご利用者が健やかにその人らしく日々を過ごせるよう、看護師一人一人が専門的知識と技術を用い

て、より良い看護サービスの提供を行っていく。 

他職種との情報共有や連携を密に行い、相互の役割や意見を尊重しつつご利用者へのより良いケア

の提供に努める。 

 

 

計 画 

１．利用者の体調管理と疾病の早期発見と早期予防  

①症状を訴える事が難しいご利用者が多いこともあり、個々の状況把握と観察を常に行っていき、

異常の早期発見・早期対応に努める。 

②介護職員との情報共有を密に図り、疾病の予防・早期発見に努める。 

③胸部レントゲン撮影と定期血液検査を行い、健康管理に努める。 

④内科、精神科、眼科往診にご利用者の状況を医師に伝え、適切な薬の処方と服薬管理を行って

いく。 

  

２．ＱＯＬ（生活の質）の向上について 

①看護師としての専門的知識や技術を用いてヘルスケアアセスメントを行い、QOLの維持・向上を

図る。 

②他職種連携による多角的な視点でのアプローチにより、ご利用者の QOL の維持・向上を図るこ

とができるような十分な意見交換と適切なケアプランの立案・実施を行い、定期的な評価・修

正を行っていく。 

 

３．看取りケアの充実と発展 

①最期までその人らしい人生が送れ、出来る限り苦痛の軽減が図れるように精神的・身体的ケア

を行っていく。 

②ご家族・医師・介護職・栄養士など他職種との情報共有や連携を密に図り、尊厳ある安らかな 

 最期を迎えられるような環境を整えていく。 

③ご逝去後に他職種との振り返りカンファレンスを行い、反省点や評価できる点を今後の看取り 

ケアに活かしていく。 

 

４.感染予防と情報の共通理解 

①新型コロナウイルス、ノロウイルス、インフルエンザウイルス等の感染症予防に努める（標準 

予防策に従うと共にそれぞれのマニュアルに沿って対応し集団感染を予防する）。また、ご利用

者に感染症が発生した場合は看護師を中心に迅速に対応していく。 

②ご利用者の対しての年1回の胸部レントゲン撮影を行い、結核感染の有無を確認する。 
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 ③感染症マニュアルを適宜修正し、全職員が共通理解を図る。また、委員会やフロア会議等を通

じ研修を行い、知識・意識の向上を図る。 

 

５．円滑なショートステイの受け入れとより良いサービスの向上を図る 

 ①ショート担当者による新規ご利用者の調査時に得た情報を共有し、医療的に必要となる点につ

いてはケアマネジャーやご家族、主治医より追加情報を得られるよう働きかけていく。 

②ご家族からの連絡票より必要な情報収集を行い、退所時サマリーにて医療的な問題点について

ご家族へお伝えし、必要時には受診を勧めていく。 

③ご利用者に体調不良等がみられた際には、ご家族や主治医との連絡を取り、速やかに受診等が

行えるよう調整していく。 

④ 必要時にはケースカンファレンスを開催し、ショート担当やフロアスタッフとの意見交換や

情報共有を行い、より良いケアの提供に繋げていく。 

 

 

６.職員の健康管理 

 ①職員に対しては、年1回(夜勤者は年2回）の健康診断にて健康管理を行う。 

 ②感染症発生時には、発生状況の把握と他部署との情報共有を行い、感染の拡大防止と各関係機 

関との連携に努める。 
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総務課 
 

方 針 

法人の事業計画が着実に実行できるよう環境整備を行う。また、各種関連関係法令を遵守すると

共に、各サービス事業所が円滑な運営が行え、職員が働きやすいと感じられるよう、その橋渡し

役として機能できるよう下記の事業計画に取り組む。 

 

計 画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．人材確保・定着 

①法人内全体で職員を安定的に確保できるよう、各事業所と協力してリクルート活動を行

う。 

②介護職員等の処遇改善を継続して行えるよう、処遇改善策の立案と実施をする。 

また、特定処遇改善加算の要件及びベースアップ支援加算手当等をクリアしつつ、法人職 

員全体の処遇を底上げできるように検討、実施していく。 

③キャリアパスに基づき、職員一人ひとりに必要な知識・技術が獲得できるよう、施設内外

及びWeb研修に参加する機会を引き続き提供していくと共に、対象資格を拡充した「上村

鵠生会助成金」または公的支援を活用し、資格取得支援を行う。 

 

２．業務効率化 

①施設インフラを活用し、各事業部と連携して、介護サービスの生産性向上の推進に向け、文

書量の簡素化・標準化・ＩＣＴ活用による業務自動化による業務効率化を目指す。 

②快適な住空間を提供するため神奈川県の「多床室のプライバシー保護のための改修支援事業費

補助金」を活用して、鵠生園ホームの居室内にプライベート空間の確保を行う工事を行う。ま

た、令和４年度に繰越となる鵠生園内の壁・床面等の全面改修も行う。工事に際しては、年度

内に修繕実施計画の策定と施工業者と共にご利用者への負担を最小限に抑えながら、安全な修

繕工事を行う。 

③労働関係法、介護保険法等の事業運営に係る各種関係法令を遵守すると共に、各サービ 

ス事業所が円滑に運営できるよう支援を行う。 

 

３．財務視点と次期介護報酬改定への対応 

①各部署と連携して物価高騰による各種費用増加の抑制と、安定した収益が得られるよう随時、 

情報提供を図る。 

②令和６(2024)年度の介護報酬改定に向けて、適切に対応できるよう各事業所と連携し、利用者 

様への情報提供を適宜行う。 

 


